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算 数 科 学 習 指 導 案 （小学校４年）

Ⅰ 単 元 名 式と計算

Ⅱ 学習指導要領上の位置付け

第４学年 Ａ 数と計算 Ａ（６）数量の関係を表す式

（６）数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア） 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算すること。

（ウ） 数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表したり、□、△などに数を当てはめ

て調べたりすること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア） 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、式の

意味を読み取ったりすること。

第４学年 Ａ 数と計算 Ａ（７）計算に関して成り立つ性質

（７）計算に関して成り立つ性質に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア） 四則に関して成り立つ性質についての理解を深めること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア） 数量の関係に着目し、計算に関して成り立つ性質を用いて計算の仕方を考えること。

Ⅲ 目 標

数量の関係を表す式及び計算に関して成り立つ性質に関わる数学的活動を通して、次の事項を

身に付けることができるよう指導する。

ア、イは「Ⅱ 学習指導要領上の位置付け」に同じ。

ウ （学びに向かう力、人間性等）

・計算のきまりを適切に用いることが、思考や場面を他者に伝えたり、他者から読みとっ

たりする上で有効であるとともに、計算を容易に処理する際にも有効であるという便利

さに気付き、進んで生活や学習の場面に生かしている。

Ⅳ 指導計画 ※別紙参照
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Ⅴ 本時の展開 （１／６ であう）

１ ねらい 二つ式が表す場面を表現したり、比較したりする活動を通して、式の違いが場面の

違いであることに気付かせるとともに、場面と関連付けながら立式したり、式から場面

を読み取ったりする本単元の見通しを持てるようにする。

２ 展開

学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価 ☆：まとめ（意識）

１ 新たな学習内容に触れ、めあてを設定する。（10分）

【問題場面】 1000円を持って買い物に行き、600円の本と 360円のお菓子を買いました。
○問題場面を味わわせる。

・どこで買い物したのかな？どんな買い方が考えられるかな？

○どんな問題があるか考えさせる。

【問題】買い物の結果、いくら残るだろうか？

○自由に立式させる。

Ａ 1000－ 600＝ 400 Ｂ 600＋ 360＝ 960
400－ 360＝ 40 1000－ 960＝ 40

なんで式が二つもあるのかな？ <めあて>二つの式があるのはなぜだろうか。

２ 既習の知識及び技能、経験を基に解決する。(５分)

○Ａの式が表す場面を考えさせる。

・本屋と菓子屋の２軒で続けて買い物をしている。 ・１軒で２回に分けて買い物をしている。

・二つの場面であることを確認する

○Ａの場面を一つの式に表す方法を考えさせる。

1000－ 600－ 360＝ 40 …①

・三つの数の計算における順序と場面を結びつける。

３ 新たな学習内容と関連する既習内容との共通点や相違点を見いだす。（20分）

○Ｂの式が表す場面を考え、表現させる。

・コンビニなどで一度に買い物をしている。

・一つのまとまりの場面であることを確認する。

進んで式と場面を関連付けて考えている。＜観察（１）＞

○Ｂの場面を一つの式で表す方法を考えさせる。

1000－ 600＋ 360 ＝ …②

1000－（600＋ 360）＝ …③

・②と③のどちらでもよいのかを考えさせる。

・それぞれの式を、具体的な場面で考える。

・②は２つの場面であり、③がＢの場面を表していることを確認する。

○①と③の式を提示して、Ａは二つの場面、Ｂは一つの（まとまりの）場面であることをおさ

える。

４ 本時を振り返り、単元の課題を立てる。（10分）

○単元の課題を立てる。

式が異なるといつも場面が異なるのだろうか。

☆ 式が違えば場面も違うことがわかったぞ。



指導計画 算数科 第４学年 単元名「式と計算」（全６時間計画）

目 数量の関係を表す式及び計算に関して成り立つ性質に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けること
標 ができるよう指導する。

ア（知識及び技能）
・四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算すること。
・数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表したり、□、△などに数を当てはめて調べたりすること。
・四則に関して成り立つ性質についての理解を深めること。

イ（思考力、判断力、表現力）
・問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、式の意味を読み取ったりす
ること。

・数量の関係に着目し、計算に関して成り立つ性質を用いて計算の仕方を考えること。
ウ（学びに向かう力、人間性等）
・計算のきまりを適切に用いることが、思考や場面を他者に伝えたり、他者から読みとったりする上で有効で
あるとともに、計算を容易に処理する際にも有効であるという便利さに気付き、進んで生活や学習の場面に
生かしている。

評 (1) 進んで式から思考や場面を読み取ったり、思考や場面を式に表そうとしている。
価 計算のきまりを活用して、進んで様々な場面を一つの式で表そうとしている。
規 (2) （ ）を用いて、２段階の構造の問題を一つの式に簡潔に表す方法や計算の順序を考えている。
準 分配法則の意味を図や式を使って考えている。

(3) 数量の関係を四則混合式に表し計算したり、（ ）を用いた四則混合式を計算することができる。
分配法則や既習の計算方法を活用し、工夫して計算することができる。

(4) 四則混合式の意味や計算式の順序を理解している。
整数で成り立つ分配法則の意味を理解している。

過 時 ○ねらい ☆まとめ（意識） ◇評価項目
程 間 めあて <方法（観点）>

で １ ○二つ式が表す場面を表現したり、比較した ☆ 式が違えば場面も違うこと ◇進んで式から場面を読み取っ
あ 本 りする活動を通して、式の違いが場面の がわかったぞ。 ている。
う 時 違いであることに気付かせるとともに、場面 ＜観察(１)＞

と関連付けながら立式したり、式から場面
を読み取ったりする本単元の見通しを持てる
ようにする。

・二つの式があるのはなぜだろうか。

追 １ ・前時の場面や四則混合場面を一つの式に表す ☆( )は「まとまりを作る ◇（ ）を用いて、２段階
究 方法を考える活動を通して、（ ）をまと もの」とわかったので、先 の構造（加法・乗法）の問題
す まりとして先に計算することや、（ ）が に計算する理由がよくわか を一つの式に簡潔に表す方法
る あるときと無いときで答えが全く異なってし った。 や計算の順序を考えている。

まうことを理解できるようにする。 ( )がないと意味が変わ ＜観察・ノート（２）＞
ってしまうので答えも全く

・（ ）はどのような場面で使うとよい 違うものになることがわか
のだろうか。 った。

１ ・加法と乗法の混ざった式の答えを、図を使っ ☆かけ算やわり算もまとまり ◇式を図に表したり、場面を一
て考える活動や、四則の混ざった場面を式で として考えることがよくわ つの四則混合の式に表し、計
表す活動を通して、乗法・除法は一つのまと かった。 算することができる。
まりとして考えるものであり、( )をつけ ＜観察・ノート（３）＞
なくてもよいことを理解できるようにする。

・( )の無い式は左から順に計算すれば
よいのだろうか。

１ ・様々な四則混合式の計算をする活動を通し ☆かけ算・わり算・( )を ◇四則混合式の意味や計算式の
て、計算順序の理解を深め、それをまとめる まとまりとして先に計算す 順序を理解している
ことができるようにする。 ることを守れば、間違えず ＜発言・適用問題(４)＞

に計算できることがわかっ
・＋－×÷（ ）などが混ざった長い式は たぞ。
どのように計算すればよいのだろうか。

１ ・アレイ図の○と●の数の和を二通りの計算で ☆ (○＋□)×△ ◇分配法則や既習の計算方
求める方法を考えることを通して、分配法則 ＝○×△＋□×△ 法を活用し、工夫して計
について理解できるようにするとともに、交 となる理由や、意味がよく 算することができる。
換法則や結合法則を復習する活動を通して、 わかった。これを使うこと ＜発言・適用問題(３)＞
工夫して計算できるようにする。 で計算が楽になってびっく

りした。
・○と●の合計を求める式から、新しい計
算のきまりを考えよう

つ １ ・式を読み取って文章題を作る問題や、式と文 ☆計算は左から順にするもの ◇学習内容を活用して、問
か 章をつなげる問題、及び工夫して計算して暗 だと思っていたけれど、ま 題を解決することができ
う 算で答えを出す問題の解決を通して単元全体 とまりを作ることで、自由 る。 ＜ノート(３)＞

を振り返るとともに、練習問題で習熟を図る。 に順番を工夫できるという
ことがわかった。これから

・今まで学習したことをどのように活用す は楽な計算方法が無いか考
れば問題を解くことができるだろうか。 えて、計算ミスを減らした

い。


